
（様式２）
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◎言葉を大切にした教育活動

2

【学び合い】
相手に伝わる言葉の使い方を
共通認識したうえで指導し、言
葉を大切にする心を養う。

3

【つながり合い】
子ども達どうしのリーダーシッ
プやフォロワーシップを育て
る。

4

・【支え合い】
人権に関する授業などの実践
の紹介や共有を行う。

5

・【支え合い】
モラルを学ぶ情報教育や端末
を使った教育を積極的に行
い、その様子を保護者にも伝
える

6

【安全・安心】
いじめを許さない心の醸成
と環境の構築

7

【安全・安心】
事件・事故防止に向けた指
導と体制の強化

学 校 関 係 者 の評 価 今年度の学校運営のまとめ　・　次年度へ向けて

・中、高学年の授業では子どもたちが自分の考えを述べながら意見交換する姿が見られ
た、言葉を大切にしながらコミュニケーションをとる力がついてきている。先生方も子どもの
発言を大切にしている様子がうかがえた。
・4年生以上になると授業中の落ち着きが増してくるように感じる。聞くとき話す時の区別を
しっかりつけている。
・こども文化センターでは6年生がリーダーとして他学年の子ども達にセンターの使い方や
マナーを伝える姿が見られる。学校ではリーダーシップやフォロワーシップを大切にして
子どもを育てているが、地域の中でも子供の成長が見て取れた。
・音楽の歌声が問てみきれいだった。専科の先生の一貫した指導の賜物と思う。

・言葉を大切にした教育を中心とした学校経営の目標を立てることで、学校での教育活動全般にわたり言葉を意
識した教育を行うことができた。日常の校内での生活に見られる異学年同士の会話や友だちに自分の考えを伝え
る言葉遣い等、多くの成果が見られた。今後は地域の方々への挨拶など言葉を交わすことでの人との結びつきを
広げていきたい。
・たてわり活動やクラブや委員会活動での異学年活動は子どもたちのリーダーシップやフォロアーシップを育てる
場となった。年間カリキュラムの中で異学年交流の時間を有効に活用するため、活動の計画や準備を計画的に
行っていきたい。
・ICTを活用した学習は始まったばかりではあるが、各クラスで活用する時間や方法について積極的に取り組んで
きた。今後は、指導の計画などを見直しながら、より良い活用について考えていきたい。

〇自他ともに大切にすることを基本とした人権教育の推進を図
る。

〇道徳教育の授業実践を中心に相手の立場に立ち人とのか
かわりを作り上げていく素地を作る。

〇児童支援コーディネーターを中心に、児童の実態把握を迅
速に行い、素早い対応につなげるようにする。学校全体で対
応できるよう管理職をはじめ、学年の担任、養護教諭等を中心
にチームで児童対応にあたるようにする。

・効果測定をもとにしながら児童の個性や人間関係を見取り全
校で共通理解を図ってきた。さらに、日常生活や学習の中で
人権教育や相手意識をより意識していけるとよい。

・道徳教育で学んだことを学級内で実践するよう心掛けてき
た。更に各教科の中で道徳の内容を意識しながら児童を育て
ていけると児童への定着がうかがわれる。
・児童支援コーディネーターを中心として、児童の気になる様
子についての情報共有が図られている。また、毎回の職員打
合せで情報提供があるので学校全体で児童の様子を見ること
ができる。

・効果測定で明確になった学級の課題を意識しながら道徳教
育、共生共育、人権尊重教育を子どもたちに合わせながら充
実させる。全教師が全校児童をみていくことを目指し、教師が
日常的に児童への言葉がけを配慮しながら一人ひとりを大切
にする。
・道徳で学んだことを日常化するためにも各教科領域で連携
できるところを見つけていく。

・定期的に全校児童の様子を把握できるように教師が日常的
に情報交換をしていく。

〇緊急時（地震・火災等）のマニュアルを充実させ、その活用
方法について教職員で確認していく。

〇マニュアルの作成だけにとどまらず、さまざまなことを想定し
た避難訓練を計画し、実践していく。

・発生状況を変え、複数回訓練を繰り返すことで児童が状況を
的確に判断し落ち着いて対応することができた。

・岡上防災学習日では地域と協力した学習を展開できた。地
域の方の話や体験過活動を通して、児童にとって防災がより
身近になった。

・地震や火災の発生状況のパターンを増やし、どのような状況
でも児童が対応できるようにしたい。また、不審者に対応した訓
練も児童のみだけでなく、不審者と直接対応する職員だけで
の訓練も考えていく。

・今年度の反省も生かし、児童の実態、地域の実態に合った
防災・防犯計画を作り上げていく。

○キャリア在り方生き方教育を推進し、自他ともに大切にする
心を育てる。
○共生＊共育の実践を定期的に行う。
○児童会からも人権週間への取り組みを行う。
○「自分を大事に　友達を大事に」を合言葉にした感染症対策
を行う。

・キャリア教育では地域の方に話していただき、夢や仕事に対
する思いを学んだ。自分や人の思いを大切にする気持ちにつ
ながった。
・共生＊共育の実践を定期的に行う中で、自分づくり、仲間づ
くりを推進することができた。ただ、より効果的なやり方を学び
合っていくことが必要。
・児童会では、人権週間の時期の生活目標を「自分や友だち
を大事にしよう」と定め、取り組んだ。子どもたちから人権につ
いて考えていこうとする姿勢が見られた。
・「自分を大事に　友達を大事に」の言葉が浸透し、その気持
ちから感染症対策を行っていこうとする姿が見られた。

・各教科とキャリア教育を関連付けを意識しながら学習を展開
しより良い活動を見つけていく。

・職員研修などを行いながら実践の成果を共有し、共生＊共
育のポイントを職員で学ぶ。また、自分の気持ちを確認し、伝
えることを意識し、児童に声をかけていく。

・児童会の取り組みを継続して行っていく。

・「自分を大事に　友達を大事に」という言葉をこれからも共有
し、その実践を具体的な場面で考えさせていく。

〇情報教育
・ICT機器の活用

・ICTについては、chromebook を活用し学習を進めてきた。子どもた
ちも関心をもって積極的に活用している。教員も積極的に学習に取り
入れてきた。
・情報モラルでは、各学年に応じた支援を行ってきた。保護者にも使
い方のルールや約束などを伝えてきた。情報モラルについては来年
度は計画的に取組む必要がある。

・ICT活用は、指導計画を含め毎年見直しながらよりよい使い方や実
践の仕方を共有していく。

・年間を通して計画的に指導したり、学習や活動の中で適時、子ども
たちと確認していく。

〇豊かな体験活動
・体験活動を通し、人との交流から教科のねらいを達成する。
〇職員同士での学び合い・授業力向上
・職員同士で意見交流を行い、言葉について考える。また研究授業
で視点を設け、学びの質を高める。
〇児童の主体的な活動
・心と体の状態に興味を持たせる。

・あらゆる人との交流を通し、その人や地域の思いや願いに直に触れ
てきて、いろいろな考え方がある多様性に気づくことができた。
・研究授業を中心に学びについて研究を行った。引き続き「自分や友
だちの考えから学びを深める学習」の研究を続けていきたい。
・児童同士での交流に制限がある中で、安全に十分配慮したうえで
交流が行った。また、自分の健康が心とつながっていることは指導を
通してある程度認識している。感染症下、体力の向上を含め活動の
方法について検討していく必要がある。

・職員間で各学年で体験活動のつながりを確認していく。その学習が
つながっていけるよう再確認をしていく。
・研究授業については引き続き視点をもって研究を進めていく。また、
職員研修などで授業力向上の研修を行いたい。
・体力の向上については部会を中心に検討しながら、適切な方法を
講じて心と体についての考え方をさらに深めていきたい。

○たてわり活動やクラブ活動、委員会活動における異学年交
流
・異学年交流を通してリーダーシップやフォロワーシップを育て
る

・昨年度できなかったたてわり活動を再開した。６年生は１年生から５
年生まで楽しめるように、活動内容を工夫して取り組む姿が見られ
た。また、その６年生の姿を見て、４，５年生が異学年交流（ふれあい
の集いなど）で、どのように行動すればよいかを考えたり、委員会、ク
ラブ活動で協力し合う様子があった。ただし限られた時間の中で、子
どもたちの活動をどう保証していくかという課題がある。

・児童のかかわりは数字などでは表しにくく、保護者にとっても具体的
な成長が見えにくい。児童の姿を保護者にわかりやすく伝えていく必
要を感じる。

・限られた時間の中で工夫して活動ができるように、事前準備や計画
をしっかり行う。担当教諭は各クラブや委員会の長、たてわり班リー
ダーと連携をとり、努力する姿を具体的に励ましていくことが大切であ
る。また、必つの目標に対して全委員会が取り組むなどして学校全体
で協力する場を作っていきたい。

・昨年度課題となっていた、子どもたちの活動の様子や言葉のやりと
りを保護者に伝える手段の一つとして、「つながり部会だより」を不定
期発行した。今後も工夫してさらに情報発信を行いたい。

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

（学び合い）
〇相手に伝わる言葉
・授業は勿論、教室での日常行動においても言葉を大切にした教育
活動を行うために職員間でどのクラスでも行っていく指導や活動に対
して共通認識をもつようにする。

（つながり合い）
○たてわり活動やクラブ活動、委員会活動における異学年交流を通
してリーダーシップやフォロワーシップを育てることで、言葉をかけあ
いながらかかわりを深めるようにする。

（支え合い）
○日常的に児童の言葉を受け止めたり言葉を正したりする。
○児童間のトラブルにあたる時には、児童からの聞き取りを大切に
し、相手の気持ちを理解しようと心がけ、児童から直接言葉で気持ち
を聞くよう心掛ける。
○児童会の挨拶運動や朝会での挨拶への意識づけなどを通し、気
持ちの良い挨拶ができるようにする。

（安全・安心）
〇児童間の問題にあたる時には、児童からの聞き取りを大切にし、児
童から直接言葉で気持ちを聞くよう心掛ける。（安全・安心）

・学習全般において言葉を大切にした教育活動をあらゆる場面で意
識的に設定した。その中で言葉を大切にしようとする心情を育ててき
た。
・言葉を表出することを苦手をする児童への支援が今後課題になる。

・校舎内ですれ違う時や教室前に展示してある作品を見て感想を伝
えるなど、日常的に異学年の児童同士言葉をかけあう場面が多く見ら
れた。たてわりでの活動では一年間を通して多くの時間を確保するこ
とが難しい。

・自分の言葉にし、それを受け止めてもらえたという実感をもつ児童が
多い。また、場面によっては、言葉を正す中で、心を整えていくように
できた。
・様々な取組を通し、挨拶への意識が高まった。地域やスクールガー
ドリーダーの方々にも挨拶をしっかりと行えるようにしていくことが必
要。

・自分の気持ちを言葉に表し、友達との関係をどのようにしたいのか
言葉にすることで、児童は気持ちを整理しながら考えることができた。
効果的な聞き取りの方法などは職員全員で身に付けていきたい。

・いろいろな言葉にふれさせながら、学習の中で場面に合った言葉を
目的に応じて使えるようにしていく。

・低・中・高ブロックごとに手立てを出し合いながら、言葉がつながった
ときの喜びを積みかさねていく。

・有効に時間を使うためにも事前準備や計画をしっかり行えるように
する。担当教諭は各クラブや委員会の長、たてわり班リーダーと連携
をとり、努力する姿を具体的に励ましていくようにしていく。

・意識して、言葉への感性を教員が磨きあっていくために,COを中心
に教員間で学び合っていく。
・様々な方法で挨拶への意識の喚起を行い、地域の方々などにもより
気持ちよく挨拶していけるようにしたい。

・児童支援コーディネーターの聞き取りの技術などは、研修などを利
用して職員全員に伝えていく。

学 校 教 育 目 標 学 校 経 営 の 目 標 今 年 度 の 重 点 目 標

学校教育目標　「つよい子 正しい子 ほがらかな子」
【つよい子】確かな学び、くじけぬ心、健康体力を培う
【正しい子】人と地域と自然と共により良く生きる基盤を培う
【ほがらかな子】自他を認め、尊重する豊かな人間性を培う

〇倫理観と使命感を持つ協働的な教職員による安全・安心な学校体制の構築
〇「岡上で言葉を 岡上の言葉を」
・主体的な学び合いと習得・活用・探究を通した質の高い学習の実践
・人と地域と自然とに主体的に関わり、その良さを活かす学習の推進
・人権と多様性を認め、尊重することを基にした学習、児童理解と支援の推進

◎言葉を大切にした教育活動
【学び合い】　　　〇学びの中で「言葉」を大切にしていく
【つながり合い】　〇子ども達の、「リーダーシップ」「フォロワーシップ」を育てる
【支え合い】　　　 〇多様性を認め合う心、自己信頼、他者信頼の心を通し、人権
　　　　　　　　　　　　　意識を高める。
【安全・安心】　　 ○いじめを許さない心の醸成と環境の構築　○事件・事故防止
　　　　　　　　　　　　　に向けた指導と体制の強化
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